
【表紙】「後瀬山城跡」から出土した堀と石垣を見学（男山）
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悠久の歴史と風土が活きるまち
～新たな時代の御食国若狭おばま～

特
集 奈良市・小浜市姉妹都市提携 50 周年

積
み
上
げ
た

次
代
へ

歴
史
と
思
い
を



奈
良
市
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
？

　

奈
良
市
は
、
奈
良
県
の
北
端
に
位
置
し
、

人
口
約
35
万
人
が
住
ま
う
、
同
県
の
県
庁
所

在
地
で
す
。

　

奈
良
時
代
に
、
都
で
あ
る
「
平
城
京
」
が

置
か
れ
た
日
本
を
代
表
す
る
古
都
で
あ
り
、

東
大
寺
を
は
じ
め
と
し
た
８
つ
の
文
化
遺
産

郡
が
「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
と
し
て
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
国
際
文
化
観
光

都
市
で
す
。
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姉妹都市提携50 周年を迎えます
奈良市と小浜市は

奈良公園（写真：奈良市提供） 蘇洞門

小
浜
と
奈
良
の
つ
な
が
り

　

本
市
の
神
宮
寺
（
神
宮
寺
）
で
毎
年
３
月
２

日
に
行
わ
れ
る
「
お
水
送
り
」
で
は
、
鵜
の
瀬

に「
お
香こ

う
ず
い水
」と
呼
ば
れ
る
水
が
そ
そ
が
れ
ま
す
。

た
お
香
水
は
、東
大
寺
の
伝
統
行
事「
修し

ゅ
に
え

二
会（
お

水
取
り
）」
で
使
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
縁
で
、昭
和
46
年
、両
市
間
で
「
姉

妹
都
市
盟
約
宣
言
」
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
続
く
互
い
の
交
流

　

小
浜
は
古
く
か
ら
、「
御
食
国
」
と
し
て
都
へ

食
材
を
運
び
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
文

化
を
伝
え
る
な
ど
、
国
内
外
の
交
流
拠
点
と
し
て

かつての平城京の中心、「平
へいじょうきゅうせき

城宮跡」。
「古都奈良の文化財」として、世界遺産
に登録されています（写真：奈良市提供）

　

ま
た
、
奈
良
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
点

と
し
て
、
海
外
か
ら
当
時
最
先
端
の
文
化
を

取
り
入
れ
発
展
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
伝
わ
っ
た
文
化
を
元
に
、
茶
や

う
ど
ん
、
清
酒
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
豆
腐
な
ど
、

現
代
の
私
た
ち
に
も
な
じ
み
深
い
日
本
食
文

化
の
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

無農薬・有機栽培で作った

大和茶セット（1 人）

食
文
化
を
通
じ
た
交
流

「
学
校
給
食
交
流
」
を
行
い
ま
す

　

姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を
記
念
し
て
、

次
代
の
交
流
を
担
う
子
ど
も
達
に
、
互

い
の
ま
ち
の
代
表
的
な
食
や
食
文
化
を

学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
11
月
８
日
に
、

学
校
給
食
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

両
市
で
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
や
食
材

な
ど
を
交
換
し
、
ア
レ
ン
ジ
し
た
献
立

を
給
食
で
提
供
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
奈
良
の
茶ち

ゃ
め
し飯

」「
か
し

わ
の
す
き
焼
き
」
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

11 月８日に小浜市の学校給食で提供される

「かしわのすき焼き」。さて、かしわとは何の

肉でしょうか。

①とり　②うし　③いのしし

クイズの正解者に抽選で

奈良市の名産品をプレゼント！

　一人でも多くの人に奈良市のことを知ってもらうため、

抽選で 15人に奈良市の名産品をプレゼントします。

　これを機に、奈良市の食や文化に触れてみませんか。

はがきに「住所・氏名・年齢・電話番号・クイ

ズの回答・希望賞品（右のＡ賞～Ｄ賞のうち１

つ）」を記入の上、下記まで郵送してください。

11 月 30 日㊋必着。

〒 917-8585

小浜市大手町６番３号　小浜市役所 文化交流課 

奈良市名産品 プレゼント担当 宛
※当選者の発表は、連絡の上、12 月末までの商品発送
　をもって代えさせていただきます

ク
イ
ズ

応
募
方
法

　「かしわ」とは、鶏肉を指す関西
地方の方言で、鶏の羽の色が色づい

たカシワの葉に似ていることが由来

とされています。

　奈良市では古くから、祝いや祭り

の日に、かしわをすき焼きにして食

べる風習があります。

奈良の茶飯
　寺社が有する領地から、税として
納められた茶葉を煎じて少量の塩と
ともに米を炊き、濃い一番茶につけ
て食べていたと言われます。
　給食で提供するのは、米に奈良県
産のほうじ茶の粉末を加えて炊いた
ごはんです。

かしわのすき焼き
　給食を通じて、その地域を身近に
感じることは、食文化を学べるいい
機会だと思います。
　今後も子ども達の豊かな食生活の
積み重ねをサポートするため、子ど
も達に寄り添った工夫や献立作りに
努力してまいります。

奈良市立興
こうとう

東小学校
学校給食調理員　有

あ り ま あ き よ

馬明代さん

栄
え
ま
し
た
。
こ

う
し
て
育
ま
れ
た

両
市
の
交
流
は
、

姉
妹
都
市
と
な
っ

て
か
ら
も
絶
え
る

こ
と
は
な
く
、
官

民
を
問
わ
な
い
交

流
が
今
な
お
続
い

て
い
ま
す
。

こ
の
水
は
、
10
日

間
か
け
て
東
大
寺

（
奈
良
市
）
の
若

狭
井
へ
辿
り
着
く

と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。
若
狭
井

で
く
み
上
げ
ら
れ

お水送りの送水神事
（令和 3 年３月２日・鵜の瀬）

小浜市・奈良市親善剣道交流大会記念式典
（令和 3 年 8 月 29 日・白鬚）

A賞

C賞

B賞

学校給食交流で提供される奈良市の郷土料理
（写真：奈良市提供）

■問い合わせ　文化交流課☎︎ 64・6019

D賞

清酒発祥の地　奈良の地酒 
720㍉㍑（4 人）
※いずれか１本、未成年は応募不可

伝統的な手法で製造

した奈
な ら

良漬
づけ

（5 人）

奈良の贈り物認定

「御
み か ど

門米
こめあめ

飴」300㌘

（5 人）
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令
和
２
年
度  

決
算
報
告

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
☎
64
・
６
０
１
０

【 

一
般
会
計
の
財
政
規
模 

】

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
・
歳
出
額
と
も

に
前
年
度
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
と
い
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
経

費
に
よ
り
前
年
度
か
ら
増
加
し
ま
し
た
。

　

市
の
令
和
２
年
度
決
算
を
報
告
し

ま
す
。
市
に
は
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
、

何
に
ど
れ
だ
け
お
金
を
使
っ
た
の
か

と
い
っ
た
、
市
の
財
政
運
営
状
況
に

つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別定額給付金
給付事業　

29 億 3165 万円

地域を支える
「おばまチケット」循環事業

2 億 1,224 万円

道の駅若狭おばま 農産物活用による
地域循環プロジェクト

9,785 万円

■子ども医療費助成事業　6,952 万円
　中学生までの子どもを対象に医療費を助成。
■病児・病後児保育事業　803 万円
　病児・病後児を一時的に預かる保育環境を整備。
■放課後児童健全育成事業　5,801 万円
　昼間保護者のいない家庭の小学校児童を保育。
■公立小浜病院組合負担金　7 億 8,913 万円
公立小浜病院の円滑な運営のための負担金およ
び経営改善アドバイザリー導入に係る負担金。

■新・健康管理センター整備事業　2,012 万円
新・健康管理センター整備に向けた実施設計
などを実施。

■廃棄物処理広域化推進事業　1,143 万円
　広域ごみ焼却施設の整備のための若狭広域行
　政事務組合への負担金。
■原子力災害対策施設整備事業　2 億 4,684 万円
内外海小学校体育館の放射線防護対策強化工
事を実施。

■多面的機能支払交付金事業　9,170 万円
農用地、水路、農道などの地域資源の保全活
動を行う地域の組織を支援。

■重伝建地区保存修理事業補助金　3,340 万円
重要伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造
物の修理などを支援。

■企業振興助成金　5,000 万円
企業立地の促進のため企業振興助成金を交付
（株式会社悠晴）。

■民間活力による「鯖、復活」養殖拡大プロジェ
　クト　773 万円
　養殖事業を市の事業から民間事業体へ移行。
■下水道事業繰出金等　8 億 4,982 万円
公共下水、農業集落排水、漁業集落環境整備
事業の運営のために繰り出し。

■おうちでごはん：子育て世帯応援事業
　2,337 万円
市内飲食業・子育て世帯の負担軽減のため食
事券を配布。

■小中学校ネットワーク整備事業　1 億 4,868 万円
小中学校における高速大容量の通信ネット
ワーク環境（校内 L

ラ ン

AN）などを整備。
■小中学校情報機器整備事業　9,996 万円
　児童生徒１人１台タブレット機器を整備。

歳出 199 億 1,897 万円 歳入 205 億 9,796 万円
差し引いた
約6.8億円
が黒字です

総務費
54 億 5,394 万円

（27.4%）

民生費
46 億 4,783 万円

（23.3%）
衛生費
18 億 6,040 万円

（9.3%）

土木費
19 億 4,640 万円

（9.8%）

教育費
16 億 5,495 万円

（8.3%） 公債費
17 億 2,293 万円

（8.7%）

労働費
1億5,122万円（0.8%）

農林水産業費
8 億 6,221 万円

（4.3%）

商工費
8 億 6,113 万円

（4.3%）

消防費
5 億 8,279 万円

（2.9%）

議会費
1 億 7,517 万円

（0.9%）

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります
※歳出における災害復旧費は 0円（なし）のため、グラフには計上していません

【 

歳
入 

】

　

歳
入
で
は
、
地
方
譲
与
税
や
地
方
交
付
税
な
ど

の
一
般
財
源
が
増
加
し
た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
国
庫
支
出
金
が

１
９
３
・
７
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り

使
用
料
等
は
11
・
５
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

総
額
で
は
38
億
７
５
９
６
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

【 

歳
出 
】

　

歳
出
で
は
、
街
路
整
備
の
進
捗
に
伴
う
事
業
費

縮
小
な
ど
に
よ
り
土
木
費
が
15
・
１
％
減
少
し
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
や
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始
に
よ
り
総
務
費
が

１
２
０
・
２
％
増
加
、
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
な

ど
に
よ
り
民
生
費
が
４
・
１
％
増
加
、
道
の
駅
若
狭

お
ば
ま
の
改
修
な
ど
に
よ
り
農
林
水
産
費
が
９
・

０
％
増
加
、
お
ば
ま
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
経
済
対
策

に
よ
り
商
工
費
が
41
・
５
％
増
加
、
小
中
学
校
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
整
備
な

ど
に
よ
り
教
育
費
が
38
・
６
％
増
加
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
総
額
で
は
37
億
５
８
４
２
万
円
増
加
し
ま

し
た
。

令和２年度の主な取り組み

市民１人あたり 10万円の定
額給付金を給付

地域商品券「おばまチケッ
ト」を発行し、地域経済の
活性化や観光消費額の向上、
市民の健康づくりを支援

道の駅を観光・農業振興の拠
点施設に拡充するための改修
工事を実施

地方交付税
55 億 6,480 万円

（27.0%）

市税
 37 億 3,428 万円

（18.1%）

市債
9 億 7,196 万円（4.7%）

国庫支出金
55 億 3,540 万円

（26.9%）

県支出金
17 億 6,778 万円

（8.6％）

地方譲与税等
9 億 402 万円

（4.4%）

諸収入・繰入金等
16 億 9,358 万円

（8.2%）

使用料等
4 億 2,614 万円

（2.1%）

依存財源
（71.6%）

自主財源
（28.4%）

一般会計  歳入歳出決算構成グラフ

新型コロナウイルス感染症の感
染拡大を受けて給付が決定し、
本市は県内最速で給付を開始

市内の飲食店などで使える地域
商品券を発行。関連イベントと
して、消費喚起のスタンプラリー
や、健康づくりのウオーキング
イベントも実施

道の駅に併設されていた旧「四
季菜館」を、地元農産物を利用
したレストランに改修

■令和 2 年度決算報告
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会計名 歳入額（A） うち一般会計繰入金 歳出額（B） 差し引き（A−B）
国民健康保険事業 29 億 8,941 万円 2 億 1,871 万円 29 億 5,499 万円 3,442 万円 
後期高齢者医療 4 億 908 万円 1 億 396 万円 4 億 847 万円 62 万円 
介護保険事業 34 億 3,623 万円 5 億 3,527 万円 33 億 6,822 万円 6,801 万円 
農業集落排水事業 4 億 6,357 万円 1 億 7,634 万円 4 億 5,557 万円 800 万円 
漁業集落環境整備事業 6,836 万円 2,419 万円 6,811 万円 26 万円 
加斗財産区運営事業 2 万円 0 万円 1 万円 1 万円 

※人口は 28,814 人（令和 3 年 3 月末現在）

特定の事業を特定の収入で行う事業で、一般会計とは区別して経理を行う会計

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります

健全化判断比率はどの指標とも早期健全化基準以下で、健全な財政状況です

小浜美郷小学校建設事業などで借り入れた市債
の元金償還が開始し、新規借入額を上回ったた
め、前年度より 6億 5,259 万円減少しました。

令和 2 年度末残高　159 億 2,238 万円
市民１人あたり　   約 55 万 3,000 円

基金（貯金）残高の状況

令和２年度は基金から 1億 8,203 万円取り崩し
を行いましたが、5億9,105万円積み立てを行っ
た結果、前年度から 4億 902 万円増加しました。

　健全化判断比率については、いずれの指標とも
早期健全化基準以下であり、健全な財政状況です。
　資金不足比率については、公営企業会計の経営
状況を示すものですが、いずれの会計も資金不足
は生じていません。

特定目的基金
（使い道が決まった貯金）

3 億 2,012 万円

減債基金
（借入金返済の

ための貯金）
3 億 6,529 万円

（円）

0

財政調整基金
（使い道が決まって
　　　いない貯金）
18 億 2,598 万円

令和 2 年度末残高　25 億 1,139 万円
市民１人あたり　  約 8 万 7,000 円

【健全化判断比率】
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

小浜市の比率 赤字なし 赤字なし 12.0％ 104.3％
早期健全化基準 13.41% 18.41% 25.0% 350.0%

【資金不足比率】
資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計

資金不足なし 20％
下水道事業会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落環境整備事業特別会計

市債（借入金）残高の状況

市の財政状況は健全

特別会計 

（年度）H28 H29 H30 R1 R2

5 億

10 億

15 億

20 億

25 億

（年度）H28 H29 H30 R1 R2

（円）

145 億

150 億

155 億

160 億

165 億

170 億

175 億
159 億 2,238 万円

30 億

民間企業のように事業で得る収益で運営する独立採算型の会計

■令和 2 年度決算報告

企業会計 水道事業・下水道事業

国・地方公共団体と、民間事業者との共同出資により設立された法人第 3 セクター

※各表は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります

【貸借対照表】
流動資産      6 億 9,297 万円 流動負債           4,227 万円
固定資産      1 億 6,418 万円 固定負債     　　 5,137 万円
無形固定資産　　　 248 万円 資本金　             4,000 万円
その他資産　　　  706 万円 別途積立金                6 億円
繰延資産　　　        76 万円 利益剰余金  1 億 3,380 万円
　　計  　　 8 億 6,744 万円 　　計  　　 8 億 6,744 万円

【損益計算書】
売上原価  　　8,466 万円 売上高　    3 億 6,758 万円
販売管理費 1 億 7,725 万円 営業外収益　      388 万円
営業外費用     　     97 万円 特別利益　　       19 万円
特別損失　    　　 67 万円
法人税等　     3,710 万円
当期純利益　   7,100 万円
　　計　    3 億 7,165 万円 　　計　    3 億 7,165 万円

㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
若
狭
小
浜

【貸借対照表】
流動資産 　 　 3,025 万円 流動負債　       330 万円
固定資産    1 億 3,358 万円 固定負債　       640 万円

資本剰余金　   8,000 万円
利益剰余金 　  7,413 万円

       計　     1 億 6,383 万円        計　     1 億 6,383 万円

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
㈱

【損益計算書】
営業費用   　　　802 万円 営業収益   　　　843 万円
営業外費用     　      0 万円 営業外収益　     　47 万円
特別損失　    　　 0 万円 特別利益　　       　0 万円
法人税等　     　　36 万円
当期純利益　   　53 万円

計　    　　890 万円 　　 計　    　　890 万 円

お
ば
ま
観
光
局

【貸借対照表】
流動資産     1 億 852 万円 流動負債　     3,365 万円
固定資産         4,154 万円 固定負債　     6,860 万円

資本金　　　  2,500 万円
利 益 剰 余 金      2,281 万 円

   計　         1億5,006 万円    計　      1 億 5,006 万円

【損益計算書】
売上原価   1 億 1,087 万円 売上高       2 億 3,887 万円   
販売管理費 1 億 3,253 万円 営業外収益  　　  890 万円
営業外費用  　　   183 万円 特別利益             1,852 万円
特別損失　          1,763 万円
法人税等             　96 万円
当期純利益            247 万円
　　計          2 億 6,629 万円 　　計          2 億 6,629 万円

水
道
事
業

下
水
道
事
業

経営
状況

売上高は新型コロナウイルス感染症の影響もあり減収となりましたが、減価償却費の減少などにより販売

管理費も減少し、当期純利益は 7,100 万円、前期比で 1,582 万円の増加となりました。

【貸借対照表】
流動資産     8 億 2,093 万円 流動負債   2 億 1,191 万円
固定資産   82 億 6,527 万円 固定負債 13 億 9,275 万円

繰延収益 37 億 6,222 万円
資本金     30 億 7,603 万円
資本余剰金  1 億 2,161 万円
利益余剰金  5 億 2,168 万円

　   計    90 億 8,620 万円 　   計    90 億 8,620 万円

【損益計算書】
営業費用  4 億 9,959 万円 営業収益  4 億 4,923 万円
営業外費用  　3,227 万円 営業外収益  1 億 4,905 万円
特別損失　　 　109 万円
当年度純利益     6,533 万円
　　計　   5 億 9,828 万円 　　計　   5 億 9,828 万円

※各表は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります

【損益計算書】
営業費用  9 億 9,637 万円 営業収益  5 億 2,832 万円
営業外費用  1 億 9,498 万円 営業外収益  7 億 1,165 万円
特別損失　 　3,588 万円
当年度純利益       1,274 万円

計 　12 億 3,997 万円 計 　12 億 3,997 万円

【貸借対照表】
流動資産     2 億 4,675 万円 流動負債   9 億 9,316 万円
固定資産 189 億 3,505 万円 固定負債 106 億 9,074 万円

繰延収益  76億6,979万円
資本余剰金  2 億 6,330 万円
利益余剰金 -4 億 3,519 万円

 計   191 億 8,180 万円  計   191 億 8,180 万円

経営
状況

売上は、道の駅若狭おばま、濱の四季ともに昨年度を下回りましたが、町家ステイ事業は昨年度を上回りました。会社全体では、

新型コロナウイルス感染症の影響などで営業利益は赤字ですが、経常利益は各種補助金を活用し 254 万円の黒字を確保しました。
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新型コロナウイルス感染症　ワクチン接種関連情報
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■問い合わせ　小浜市新型コロナワクチン接種対策チーム☎ 64・5654
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皆さんからの問い合
わせが多かった、ワ
クチン接種の疑問点
にお答えします

ワクチン接種のよくある疑問 Q＆Ａ

小浜市新型コロナワクチンコールセンター
☎ 64・5654、ＦＡＸ 64・5342、メール
vaccine-soudan@city.obama.fukui.jp

▲スマートフォンは左の QR コードから、
　パソコンは市 HP のバナー（右）からアクセス

予約はこちら

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約

電
話
な
ど

【所在地】高浜町水明１（右図・旧高浜町清掃センター跡地）
【事業費】84 億 1,500 万円
【敷地面積】約 1万 7,300 平方メートル
【建築面積】約 2,200 平方メートル
【延べ床面積】約 4,600 平方メートル
【施設の性能など】
　新施設は、２基の焼却炉を備え、24 時間運転を行います。
24時間あたり計 70㌧の可燃ごみを焼却することができます。
　また、焼却時の熱エネルギーを利用した 1,550 キロワット
の発電設備を備えており、施設内の電力をまかなうことで、
電気代の削減を図ります。

広域ごみ処理施設の建設が進んでいます
■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

　小浜市、若狭町、おおい町、高浜町で構成する「若狭広域行政事
務組合」では、各市町の可燃ごみ焼却施設が老朽化していることから、
共同で新たな広域ごみ処理施設の建設を進めています。
　新施設の概要や工事スケジュールをお知らせします。　

【出典】国土地理院ウェブサイト「地理院地図  V
ベ ク タ ー

ector」を元に加工

施設の概要

は工事期間  

年度 令和３ 令和 4 令和５

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

土木建築工事
（外構工事含む）

プラント工事

試運転

工事の予定

運
転
開
始

この６月から工事を開始しており、令和５年度の運用開始を目指しています。

新施設が完成したら

若狭町に新設する中継施設にも持ち込み可能にクリーンセンターは運転終了

　新施設の運転開始に合わせて、小浜市クリー
ンセンター（谷田部）は運転を終了します（令
和４年度末に運転終了予定）。
　これまで同施設へ持ち込んでいた、家庭から
のごみなどは、新施設、または中継施設（詳細
は右記）で受け入れる予定です。

　市民の皆さんが、家庭などからのごみを持ち込む場合に備
えて、高浜町の新施設とは別の中継施設を、若狭町に建設す
る予定です。新施設・中継施設のどちらにも持ち込むことが
でき、運搬の負担を軽減します。

　中継施設に持ち込まれたごみは、
最終的に大型の運搬車で新施設へと
運び、焼却処理します。 中継施設（イメージ）

広域ごみ処理施設（イメージ）

建設予定地

道の駅
シーサイド高浜

若狭たかはま
エルどらんど

国道 27 号

至 小浜➡︎

位置図 N

こんなとき、どうするの？



ＪＡ福井県若狭基幹支店が市内９小学校へ反射材
加工を施した看板を寄贈（市庁舎・9 月 15 日）

「飛び出し注意」看板で啓発

Photo フォトニュース

News

「海ごみ」問題を高校生に学ぶ
加斗小学生が若狭高校生から海洋プラスチックの現
状や削減策・再利用について学ぶ（加斗・9 月 16 日）

市内に点在する空き空間を活用した「L
リ ビ ン グ

IVING 
P
パ ー ク

ARK C
キ ャ ラ バ ン

ARAVAN」が催される（北塩屋・9 月 19 日）

市内の隠れた魅力をイベントで再発掘

「ブリリアントコンサート」で公募で選ばれた出演者
による市民ミュージカルを上演（文化会館・9 月 26 日）

歌唱や演奏、ミュージカルを披露市社会福祉協議会が交流 30 周年記念碑を設置し
若狭東高校で除幕式が行われる（金屋・9 月 28 日）

ハンセン病回復者との長年の交流を祝う

広報おばま　令和 3 . 11   1011 広報おばま　令和 3 . 11

市内の交通死亡事故抑止をたたえて県警察本部
から市に賛辞が贈られる（市庁舎・9 月 29 日）

３年間交通死亡事故ゼロを達成

閉店時間も楽しめる商店街を目指して小浜中学校芸術
部などが店舗のシャッターに絵を描く（酒井・9 月 25 日）

夜でも「映
ば

える」商店街に

小浜公民館と放生祭祭礼委員会などが同祭の衣装や道
具などを展示する「放生祭の日」を実施（旭座・10 月 8 日）

祭りのにぎわい 呼び起こす

これからも元気で
今年度 100 歳を迎える高齢者宅を松崎市長が訪問し
祝い状などを手渡して長寿を祝う（男山・9 月 22 日）

西津まちづくり協議会が「化粧地蔵めぐりマップ」を
作製し観光施設などに配布（西津公民館・9 月 24 日）

化粧地蔵の場所をまとめた地図が完成

まちづくり小浜や事業者などが連携し観光に関する実証実
験として朝夕便の遊覧船クルーズを実施（小浜湾・9 月 21 日）

船上から夕日を眺めて

市民らが運営する音楽イベント「ワカサカンターレ」で
来場者が出演者の演奏を楽しむ（まちの駅・9 月 25 日）

音楽で「世界旅行」を



小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報お
知
ら
せ

くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

■
市
立
図
書
館   

今
月
の
催
し

市立図書館
創設 111 周年・移転 30 周年記念

懐かしの写真展
「写真でたどる小浜市立図書館」
初代から現在までの市立図書館

と、昔の白鬚周辺の写真や館所

蔵の貴重資料を展示します。

12 月 27 日㊊まで
6 階一般室にて開催中

13 広報おばま　令和 3 . 11 広報おばま　令和 3 . 11   12
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税
金
展
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
6
日
㊏
〜
10
日
㊌

▼
と
こ
ろ　

若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
内
容　

税
に
関
す
る
展
示
（
中
学
生
の

　

作
文
入
賞
作
品
、
小
学
生
絵
の
は
が
き
入

　

賞
作
品
、
習
字
作
品
、
パ
ネ
ル
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ　

小
浜
地
区
税
務
協
議

　

会
（
小
浜
税
務
署
）
☎
52
・
６
５
０
６

「
税
を
考
え
る
週
間
」
税
金
展税務

課

　

11
月
・
12
月
は
、「
県
下
統
一
滞
納
整

理
推
進
月
間
」
で
す
。

　

県
と
市
で
は
、
税
の
徴
収
率
の
向
上
や

新
規
滞
納
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
滞
納
者
へ
の
滞
納
処
分
や
催
告
、

納
税
に
関
す
る
広
報
活
動
を
集
中
的
に
実

施
し
ま
す
。

▼
取
り
組
み
内
容　

滞
納
処
分
や
催
告
の

　

強
化
、
市
県
民
税
の
滞
納
者
へ
の
県
と

　

市
に
よ
る
共
同
催
告
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

県
税
務
課
納
税
推
進
室

　

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
１
５
ま
た
は

　

市
税
務
課
☎
64
・
６
０
０
５

県
下
統
一
滞
納
整
理
推
進
月
間

税
務
課
☎
64
・
６
０
０
５

　

小
浜
税
務
署
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い

ま
し
た
「
年
末
調
整
説
明
会
」
は
、
今
年

度
以
降
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
に
関
す
る
各
種
情
報
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
（https://w

w
w
.

nta.go.jp

）
に
掲
載
予
定
の
動
画
な
ど

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

小
浜
税
務
署
（
法
人
課

税
部
門
）
☎
52
・
６
５
０
９

年
末
調
整
説
明
会
の
取
り
や
め

税
務
課

　

例
年
実
施
し
て
い
る
「
交
通
安
全
運
転

者
講
習
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
に
引
き
続

き
中
止
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

若
狭
交
通
安
全
協
会
事

　

務
局
☎
56
・
５
１
１
８

【
中
止
】
交
通
安
全
運
転
者
講
習
会

生
活
安
全
課

▼
と
き　

11
月
３
日
㊌
㊗
９
時
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　

　
【
１
部
】
記
念
動
画
の
上
映
（
市
ゆ
か
り

　

の
著
名
人
か
ら
の
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

　

市
の
直
近
10
年
の
歩
み
、
地
元
高
校
生

　

が
制
作
し
た
市
Ｐ
Ｒ
動
画
）

　
【
２
部
】
市
表
彰
式
、
文
化
奨
励
賞
授
与
式

※
会
場
の
席
に
は
、限
り
が
あ
り
ま
す
。
式

　

典
の
様
子
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
と
動
画
共
有　

　

サ
ー
ビ
ス
「
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
後
日　

　

配
信
予
定
で
す
の
で
、
視
聴
し
て
く
だ
さ
い

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
２

▼
内
容　

安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の
購
入
・

　

リ
ー
ス
費
用
の
補
助

安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
購
入
な
ど
支
援

「
サ
ポ
カ
ー
Ｓエ

ス

ワ
イ
ド
」
県
補
助
金 

生
活
安
全
課

高
齢
者
の

運
転
免
許
自
主
返
納
を
支
援

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
と

す
る
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
を
自
主
返
納

す
る
人
は
、
ぜ
ひ
支
援
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象　

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳
以

　

上
の
人
で
、
過
去
１
年
以
内
に
自
動
車　

　

運
転
免
許
の
自
主
返
納
（
申
請
に
よ
る

　

全
部
取
消
）
の
手
続
き
を
終
え
た
人

　

※
過
去
に
支
援
を
利
用
し
た
人
は
除
く　

　

市
職
員
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
に
必
要
な
写
真
撮
影
（
無
料
）

な
ど
の
手
続
き
を
支
援
し
ま
す
。
簡
単
に

で
き
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

【
市
役
所
窓
口
で
の
申
請
（
祝
日
）】

▼
と
き　

11
月
23
日
㊋
㊗

　
　
　
　
《
午
前
の
部
》
９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
《
午
後
の
部
》
13
時
30
分
〜
16
時

▼
定
員　

１
０
０
人　

　

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
福
祉
課
ま

　

で
電
話

【
出
張
申
請
】

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
９
日
㊋
西
津
公
民
館
（
北
塩
屋
）

　

11
月
17
日
㊌
雲
浜
公
民
館（
城
内
二
丁
目
）

　

11
月
18
日
㊍
遠
敷
公
民
館
（
市
場
）

　

11
月
24
日
㊌
今
富
公
民
館
（
和
久
里
）

　

い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
12
時

▼
定
員　

各
回
30
人　

　

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
福
祉
課
ま

　

で
電
話

【
申
請
で
の
共
通
事
項
】

▼
申
請
に
必
要
な
持
ち
物

　

■
通
知
カ
ー
ド
（
平
成
27
年
に
配
布
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

祝
日
窓
口
申
請
・
出
張
申
請
の
受
け
付
け

市
民
福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
７

　
　

12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

　
　

た
紙
の
カ
ー
ド
、
無
い
場
合
は
紛
失

　
　

届
を
記
入
）

　

■
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
運

　
　

転
免
許
証
な
ど
）
１
点

　
　

※
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を

　
　
　

持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
健
康
保

　
　
　

険
証
や
診
察
券
な
ど
の
本
人
確
認

　
　
　

書
類
２
点

※
市
役
所
窓
口
で
は
、
平
日
に
も
申
請
を

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
予
約
不
要
）

※
市
役
所
窓
口
で
の
申
請
の
場
合
は
、
後

　

日
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　

に
、
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す

▼
対
象
者　

県
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人

　

※
そ
の
他
条
件
あ
り

▼
対
象
車
両　

次
の
全
て
の
装
置
を
搭
載

　

し
た
車
両
（
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
ワ
イ
ド
）
で
、

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
２
月

　

28
日
ま
で
に
登
録
・
届
出
さ
れ
た
車

　
【
装
置
名
】

　

■
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ（
対
歩
行
者
）

　

■
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置

　

■
車
線
逸
脱
警
報
装
置

　

■
先
進
ラ
イ
ト

▼
補
助
額　

１
台
あ
た
り
２
万
円

▼
申
請
期
限　

登
録
・
届
出
を
し
た
月
の

　

翌
月
末

▼
問
い
合
わ
せ　

県
県
民
安
全
課
☎
０
７

　

７
６
・
20
・
０
２
９
６

▼
支
援
内
容　
次
の
①
と
②
の
両
方
を
交
付

　

①
「
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
１
万
円
分
」

　
　

ま
た
は
「
バ
ス
回
数
券
１
万
円
分
」

　
　

の
ど
ち
ら
か
１
つ

　

②
あ
い
あ
い
バ
ス
１
年
間
無
料
パ
ス
カ
ー
ド

▼
申
請
方
法　

事
前
に
、
最
寄
り
の
警
察

　

署
ま
た
は
運
転
者
教
育
セ
ン
タ
ー
で
運

　

転
免
許
証
の
自
主
返
納
手
続
き
を
済
ま

　

せ
、
次
の
物
を
生
活
安
全
課
窓
口
ま
で

　

持
参
し
て
申
請

　

■
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

　
　

知
書
（
自
主
返
納
時
に
警
察
が
発
行
）

　

■
身
分
証
明
書
（
健
康
保
険
証
な
ど
、

　
　

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　
【
免
許
の
自
主
返
納
に
関
す
る
こ
と
】

　

小
浜
警
察
署
☎
56
・
０
１
１
０
ま
た
は

　

嶺
南
運
転
者
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
０
・

　

45
・
２
１
２
１

　
【
支
援
事
業
に
関
す
る
こ
と
】

　

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
ば
ま
☎
52
・
１
２
６
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
ば
ま
で
は
、
11
月
を

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」と
定
め
、

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
所
に

対
し
て
、早
期
加
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
に
は
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
全
て
の

事
業
主
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、
速
や

か
に
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
加
入
事
務
処
理
の
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
に
代
わ
っ
て
事
務

手
続
き
を
行
う
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」

へ
の
事
務
委
託
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■問い合わせ・申し込み
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

とき　11 月 27 日㊏ 11 時〜

  おはなし会と作ってあそぼ！
 とき    11 月 13 日㊏ 11 時〜
 テーマ　秋といえば…
 内容　（１）おはなし
　　　「おいしいとびらを とんとんとん」
　　　「バムとケロの にちようび」
　　　  （２）こうさく
　　　 牛乳パックで絵本をつくろう

　

市
の
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
で

交
付
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
に

は
、
利
用
期
限
が
あ
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
期
限
内
の
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
事
業
】

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
期
限
付
き

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７
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緊
急
通
報
装
置
の
貸
し
出
し

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
４

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
や
、
こ
れ
に
準
ず
る
高
齢
者
世
帯

を
対
象
に
緊
急
通
報
装
置
を
貸
し
出
し
、

急
な
発
病
や
発
作
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
料
金　

市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て　

　

利
用
者
負
担
金
が
必
要　

▼
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
民

　

生
委
員
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
証

　

明
を
受
け
、
高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支

　

援
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
委
託
業
者　

株
式
会
社
ア
イ
ビ
ッ
ク
ス

※
利
用
に
は
、
固
定
電
話
が
必
要
で
す
。　

　

ま
た
、
家
の
鍵
を
委
託
業
者
に
預
け
て

　

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

高
齢
者
対
象
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
４

　

市
で
は
、
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
お
よ
び
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、

　

現
在
介
護
中
の
人
、介
護
を
終
え
た
人
、

認
知
症
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
な
ど

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
20
日
㊏
13
時
30
分
〜
15
時

　

30
分

▼
と
こ
ろ　
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
内
容　
「
終
活
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

　

ま
せ
ん
か
」

▼
講
師　

和わ

だ田
誠ま

こ
と

さ
ん
（
終
活
ラ
イ
フ
ケ

　

ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

▼
料
金　

無
料
、
要
電
話
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

認
知
症
の

　

人
と
家
族
の
会 

世
話
人 

森も
り

さ
ん
☎
０
８

　

０
・
６
３
５
０
・
８
６
０
５

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
小
浜
の
つ
ど
い
」 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

健
康
・
福
祉

　

本
年
度
最
後
の
健
診
で
す
。
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
３
日
㊎
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が
ん
検

　

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
頸
）、

　

骨
検
診

▼
対
象　

　
【
特
定
（
基
本
）
健
診
】
40
歳
〜
74
歳

　

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
39
歳
以
下

　

の
市
民
、
社
会
保
険
被
扶
養
者

　
【
が
ん
検
診
】
20
歳
〜
74
歳
の
各
種
が

　

ん
検
診
対
象
年
齢
の
人

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前
（
定
員　

　

あ
り
）

い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
検
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

令
和
４
年
度 

文
芸
お
ば
ま
事
業

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

　

文
芸
お
ば
ま
で
は
、
令
和
４
年
度
に
行

う
事
業
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
心
を
豊
か
に
す
る
文
化
活
動
を
企
画
・

提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

文
化
会
館
（
大
手
町
）
な
ど
を

　

会
場
と
し
た
催
し

▼
申
込
期
限　

12
月
25
日
㊏
必
着

※
既
存
団
体
の
活
動
を
補
助
す
る
も
の

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
提
案
内
容
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
る
と
、
そ
の
企
画
の
主
催
者

　

と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
す

※
事
業
予
算
は
、
市
の
予
算
に
応
じ
て

　

配
分
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
文
化
会
館
ま
で
問
い
合
わ　

　

せ
て
く
だ
さ
い

募
集

不
妊
治
療
費
の
助
成

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

市
で
は
、
対
象
と
な
る
不
妊
治
療
を
受

け
た
夫
婦
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
す
る
治
療
期
間
の
最
終
日
か
ら
６

カ
月
以
内
に
申
請
が
必
要
で
す
。
令
和
４

年
３
月
末
ま
で
に
、
今
年
度
分
の
申
請
を

予
定
し
て
い
る
人
は
、
12
月
17
日
㊎
ま
で

に
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。　

▼
対
象　

対
象
と
な
る
不
妊
治
療
を
受
け　

　

た
夫
婦

▼
助
成
内
容　

一
夫
婦
に
つ
き
年
度
内
１
回

　
（
上
限
30
万
円
・
県
の
助
成
が
優
先
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

安
否
確
認
と
健
康
増
進
を
目
的
と
す
る
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
回
数　

市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ

　

り
、
週
１
〜
２
回
利
用
可
能
（
土
・
日

　

は
含
み
ま
せ
ん
）　

▼
料
金　

１
食
あ
た
り
３
４
０
円　

▼
申
し
込
み　

申
込
用
紙
を
記
入
し
、
民

　

生
委
員
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
証

　

明
を
受
け
、
高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支

　

援
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
委
託
業
者　

ま
ご
こ
ろ
弁
当
若
狭
店

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

県内で、市役所職員を装い「還付金がある」などの
不審な電話が相次いで発生しています。詐欺の疑い
がありますので、注意してください。

宝くじの普及広報事業として、一般
財団法人自治総合センターからの助
成で、西相生区が区民体育祭の運営
備品を整備しました。

宝くじの助成金で整備しました
問い合わせ先 未来創造課☎ 64・6008

◀︎整備備品

購入を希望する場合は、期間内に申し込んでください
最低売却価格以上の最高価格入札者が落札者となります

▶参加資格　小浜市に住民基本台
帳登録または外国人登録のある個
人、小浜市に事務所がある法人
※市税を滞納していないこと
▶参加申し込み　入札には、参加
申し込みが必要。営繕管財課で配布
する「入札参加申込書」などを、同
課まで持参の上、提出してください

物件
番号 車両名 初年度

登録年月 走行距離 最低売却価格
（税抜き） 備考

１ 三菱パジェロミニ 平成９年６月 88,994 キロ １万円 車検切れ
傷あり

▶申込受付期間　
10 月 25 日㊊〜 11 月４日㊍の
９時〜 17 時（土・日・祝日は除く）
▶入札

【日時】　11 月５日㊎ 10 時〜
【場所】　市庁舎 ４階 入札室
▶その他　車検・名義変更およ
び所定の手続きにかかる一切の
費用は、落札者の負担となります
▶問い合わせ先　
営繕管財課☎ 64・6081

公用車を
売却します

詐欺の手口
①市役所職員などを装い、「還付金が発生
    しているが、 まだ申請されていない」などと説明
② ATM を操作するよう誘導し、犯人の口座に振り込ませる

還付金詐欺 に注意
不審に感じたときは、警察や市消費生
活相談室、市役所の税・保険料などの
担当課に相談してください。

不審な電話は  誰かに相談を
　市役所では、還付金などの処理について、

「当日でないとできない」と急がせることや、
還付金が発生する場合に、ATM の操作など
をお願いすることは絶対にありません。
　また、キャッシュカードを預かったり、
暗証番号を尋ねたりすることもありません。

    連絡先
小浜警察署☎ 56・0110
市消費生活相談室（生活安全課内）☎ 53・1140

     税・保険料などの担当課
市税・国民健康保険税　税務課☎ 64・6004
介護保険料　高齢・障がい者元気支援課☎ 64・6014
後期高齢者医療保険料　市民福祉課☎ 64・6018
上下水道料金　上下水道課お客様センター☎ 64・6028

会 議 テ ー ブ ル 10 台、
折りたたみいす 24 脚、
アルミ朝礼台１台、折
り た た み 縁 台 20 台、
屋外掲示板１台、ワイヤレスアンプ１台、ワ
イヤレスマイク３本、マイクスタンド１本
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります
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11イベントスケジュール
市内の催し物情報を発信Event

7 日㊐ まちの駅マルシェ

10 時〜時 所 まちの駅（白鬚） 問 まちの駅☎ 52・2000

ちりとてちん弁当や野菜、総菜などの販売のほか、健康
チェックイベントを実施。同日会場近くでは、レトロバス
の運行（16P）や落語会（下欄）もあり。

28 日㊐ 第 3 回 小浜市成人大学講座

「知りたい！幼児期に求められる食育ってどういうもの？」を
テーマに、子どもの食べ物の好き嫌いや「食べるのが遅い」、

「食事を食べてくれない」などの悩みに対して、毎日の献
立の考え方や、子どもの栄養と食生活について学びます。
講師：佐

さ と う

藤真
ま み

実さん（仁愛大学 人間生活学部 健康栄養学科 准教授）

14 時 00 分〜 15 時 30 分時

金 無料

所 中央公民館（大手町）

問 生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

申 26 日㊎までに要事前申込、先着 35 人程度＝時間時 金 ＝料金所 ＝会場

申 ＝申込締切、定員など 問 ＝問い合わせ先、申込先

内 ＝内容

凡例

対 ＝対象

広報おばま　令和 3 . 11   16

27 日㊏ 小浜男女共同参画のつどい

金 無料

所 働く婦人の家（大手町）

問 働く婦人の家☎ 52・7002

申 要整理券、先着 150 人

内 講演テーマ「多様性の存在と生き方の尊重」
講師：仲

なかおか

岡しゅんさん（戸籍上は男性の女性弁護士）

13 時 30 分〜 16 時（受付 13 時〜）時

開場 13 時 30 分〜　開演 14 時〜時

金 前売券 2,000 円　当日券 2,500 円　※全席自由席

所 まちの駅旭座（白鬚）

問 まちの駅☎ 52・2000

7 日㊐ 第１４回 旭座上方落語会

内 落語：桂
かつら

小
こ は る だ ん じ

春団治、笑
しょうふくてい

福亭伯
は く し

枝、桂
かつら

吉
きち

の丞
じょう

、桂
かつら

三
さ ん み

実
※チケットはまちの駅限定販売

金 無料

9 時〜 17 時（4 日㊍は 10 時から、8 日㊊は 14 時まで）時

所 市庁舎 市民ホール（大手町）

4 日㊍ 〜 8 日㊊ つきイチ「バラエティー」

小浜市菊友会の会員らによる「菊花展」です。

問 文化会館☎ 53・9700

27 日㊏ 12 時 30 分〜時

金 無料

所 文化会館（大手町）

問 同大会実行委員会（文化会館内 事務局）☎ 53・9700

27 日㊏・28 日㊐ 第１３回 ちりとてちん杯全国女性落語大会

※観覧人数などの詳細は、大会 HP（右
　の QR コード）を参照もしくは、問い
　合わせてください

28 日㊐ 13 時〜時

所 まちの駅旭座（白鬚）

【予選会】 【決勝大会】

13 時 30 分〜 15 時 30 分時

所 若狭ふれあいセンター（日吉）

問 観光ボランティアガイド若狭の語り部 担当 松
ま つ き

木さん
☎ 090・2121・5209

14 日㊐ もっと知ろう　小浜の歴史と文化⑦

観光ボランティアガイド「若狭の語り部」による、市民公開講
座の第 7 回は、「北前船と鯖街道を中心に奈良・京都のつなが
り」をテーマに話を聞きます。講師：芝

し ば た
田寿

としろう
郎さん（郷土史家）

申 8 日㊊までに要事前申込。先着 30 人

金 無料

開場 14 時 30 分〜　開演 15 時〜時

金【一般】前売券 2,000 円　当日券 2,500 円
【学生】前売・当日券ともに 1,000 円

所 文化会館（大手町）

問 文化会館☎ 53・9700

12 月 12 日㊐ 第 28 回 若狭小浜第九演奏会

小浜の年末恒例となった第九演奏会に、小浜第九合唱団と
美方高校音楽部合唱団が参加。ソリスト４人と指揮者の古

こ た に
谷

誠
せいいち

一さん、中部フィルハーモニー交響楽団を迎えて演奏します。

11 時〜時 金 1,000 円所 今富公民館（和久里）

問 健康管理センター☎ 52・2222

28 日㊐ 健やかふるさと料理の会

食生活改善推進員が真心を込めて作った、小浜の伝承料理を
味わう会を行います。

申 参加者 30 人を抽選で決定。12 日㊎までに、市内の公
民館もしくは健康管理センターに設置の申込書を同場
所で提出（当選者には後日通知します）

12 月のイベント

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　職場でのいじめ、ストーカー、セクシュアル・ハラ
スメント、夫やパートナーからの暴力など、悩みを持っ
た女性が気軽に相談できる専用の電話相談窓口です。

0570・070・810
 ゼロナナゼロ ハートラインの 《相談電話番号》

 11 月 12 日㊎ 、11 月 15 日㊊ 〜 18 日㊍は 8 時 30 分〜 19 時
  11 月 13 日㊏・14 日㊐は 10 時〜 17 時

強化週間中の開設日時

　※一部の IP 電話などはつながりません

レトロバスで小浜西組を満喫！！
土日祝日限定

三丁町での散策には、コンシェルジュによるガイド付き。
乗車した人には記念切符をプレゼント。
記念切符に記載の乗車番号によって、抽選でオリジナル
ブレンド茶「解体新茶」が当たります。
※詳しくは、問い合わせてください

① 10 時〜　② 11 時〜
③ 12 時 30 分〜　④ 13 時 30 分〜
⑤ 14 時 30 分〜

運行時間

運行ルート まちの駅旭座（白鬚）発着〜
そともめぐり乗り場・食文化館〜三丁町

料金 無料 問い合わせ まちの駅☎ 52・2000

定員 先着 9 人、事前申し込み不要

11 月 28 日㊐まで

※旭座出発時刻

新型コロナウイルスワクチン集団接種に協力 地域の健康増進を応援する募金
第一生命保険株式会社福
井支社の集団接種での受
付業務などの協力に感謝
し、松崎市長から感謝状
を贈呈しました（９月
22日・市庁舎）

明治安田生命保険相互会
社が、地域社会貢献事業
の一環で「私の地元応援
募金」50 万 4,000 円を
市に贈呈しました（10
月６日・市庁舎）

市が「健康づくりの推進に向けた包括的連携に関する協定」を
結ぶ２者から、支援を受けました

市公式ホームページを
リニューアルしました

市公式ＨＰのデザインと機能を更新し、スマートフォンでの閲覧
や音声読み上げ機能、多言語翻訳機能を付加することで、より便
利に見やすくなりました。本紙「広報おばま」も掲載しています。

DV 相談はこちら（DV 相談ナビ）
　DV（配偶者や恋人などからの暴力）に悩んでいま
せんか。相談してみることで、ひとりでは気付かなかっ
た解決方法が見つかるかもしれません。

　発信場所から最寄りの相談窓口につながります

《内閣府男女共同参画局 全国共通ダイヤル》

#8008 はれれば

11 月は児童虐待防止推進月間です
　「もしかして虐待？」と思ったら、ためらわず
に連絡してください。大切なのは、子どもの心
身の安全を守ることです。あなたの電話が子ど
もを救います！

お住まいの地域の児童相談所につながります

《児童相談所 全国共通ダイヤル》

189 いちはやく

◀
内
閣
府
Ｈ
Ｐ

悩みごと電話相談 ひとりで悩まず、
電話してください

を



※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど
■各種相談

相 談 名 内 容 と き ところ・問い合わせ

出張年金相談※
年金額の確認や、年金に関する手続
きを行うことができます。

11 月 9 日㊋・25 日㊍
10 時〜12 時、13 時〜15 時

文化会館
問敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

結婚相談
結婚に関する相談に、婦人福祉協議
会の相談員が応じます。

11 月 18 日㊍
9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館

問小浜市婦人福祉協議会
☎ 090・4329・0346結婚相談

（本人のみ）
11 月 27 日㊏
13 時 30 分〜15 時 30 分

弁護士無料相談※ 法律問題全般について相談ができます。
11 月 2 日㊋
13 時 30 分〜 15 時

働く婦人の家
問福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

法律相談
（消費生活トラブル）※

消費生活に関する相談に、弁護士もし
くは司法書士が応じます。

11 月 11 日㊍・25 日㊍
14 時〜16 時

嶺南消費生活センター
問同☎ 52・7830

高齢者専門相談
（法律）※

遺産相続、土地問題などについて、
弁護士が相談に応じます。

11 月 18 日㊍
13 時〜16 時

県社会福祉協議会嶺南支所
問同☎ 52・7833

お金の無料相談※
多重債務や家計などの金銭に関する困
りごとの相談に、弁護士が応じます。

11 月 26 日㊎
17 時〜19 時

市役所問市消費生活相談室（生
活安全課内）☎ 53・1140

無料税務相談
税務に関する相談に、税理士が応じ
ます。

11 月 10 日㊌
10 時〜16 時

若狭図書学習センター
問小浜地区税務協議会（小浜
税務署）☎ 52・6506

赤い羽根相談
（法・税・登記など）※

弁護士・司法書士・行政書士・社会
保険労務士・税理士が、各種相談に
応じます。

11 月 28 日㊐
13 時〜16 時

サン・サンホーム小浜
問ワカサリーガルパートナーズ
☎ 56・5533（平日 9時〜 17時）

行政相談※
行政に関する手続きや苦情などの相
談に、行政相談委員が応じます。

11 月 16 日㊋
13 時 30 分〜 14 時 30 分

市役所問広報・デジタル
推進課☎ 64・6009

女性向け
出張就業相談

仕事に関する不安解消やキャリアアップ
など、「働きたい」女性の相談に応じます。

11 月 10 日㊌
10 時 30 分〜 15 時 30 分

働く婦人の家
問ふくい女性活躍支援センター
☎ 0776・41・4244

シニア向け
出張就業相談※

仕事を探している「働きたい」60 代・
70 代の皆さんの相談に応じます。
※対象は、おおむね 55 歳以上の人

11 月 28 日㊐
10 時〜 15 時

若狭図書学習センター
問県シニア人材活躍支援センター
☎ 0776・43・0881
（㊋〜㊎9時〜18時、㊏9時〜17時30分）

精神保健相談※
心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。

11 月 2 日㊋・16 日㊋
10 時〜11 時 30 分

若狭健康福祉センター
問同☎ 52・1300

エイズ、肝炎相談・検査
匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や、
相談（月〜金、8 時 30 分〜 17 時）
を受けることができます。

11 月 1 日㊊・15 日㊊
9 時〜10 時 30 分

こころの相談 心の悩みを相談してください。
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

①市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802
②つみきハウス
問同☎ 53・1190

臨床心理士による
こころの相談※

心や体の状態などに悩んでいる人や、
その家族を対象に、臨床心理士が相
談に応じます。

11 月 22 日㊊
9 時 30 分〜 11 時 30 分

市役所問高齢・障がい者
元気支援課☎ 64・6012

心配ごと相談
介護など生活での困りごとの相談に応
じます。

11 月 10 日㊌
13 時〜16 時

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

11 月 16 日㊋
13 時〜 15 時

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局
☎ 52・0238

■子育て応援情報 ※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

11 月の窓口延長について

■ 11 月の休館日

市立図書館
2 日㊋・3 日㊌㊗・9 日㊋・
16 日㊋・21 日㊐・23 日㊋㊗・
24 日㊌・30 日㊋

温水プール
1 日㊊・8 日㊊・15 日㊊・22 日㊊・
29 日㊊
※ 23日㊋㊗はレディースタイムなし

若狭図書学習
センター

1 日㊊・4 日㊍・8 日㊊・15 日㊊・
22 日㊊・24 日㊌・29 日㊊
※25日㊍は2Fのみ休館

市民サービス
コーナー

3 日㊌㊗・21 日㊐・23 日㊋㊗

■ 11 月の休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院  
　（大手町）で小児科医が休日診療を行います

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、税務課、環境衛生課、会計課）では、
毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を 18 時 30 分まで延長しています。

  3 日㊌㊗ ★しんたにクリニック（駅前町）☎ 64・5321

  7 日㊐　 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

14 日㊐　 ★吉井医院（塩竃） ☎ 52・0028

21 日㊐　 ★田中病院（遠敷十丁目）☎ 56・5353

23 日㊋㊗ ★にしお内科クリニック（南川町）☎ 53・2407

28 日㊐　 ★本馬医院（水取一丁目）☎ 52・2233

■高齢者いきいき情報 内容は変更される場合があります

催 し 内 容 と き と こ ろ・問 い 合 わ せ

カフェ・ぽ〜れ
高齢者の生きがいや認知症予防の活
動・相談ができます（参加費 100 円）。

11 月 19 日㊎
10 時〜 11 時 30 分

若狭ふれあいセンター
問坂
さかがみ

上和
かず よ

代さん
☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
認知症予防に関わる人たちの憩いの
場です（参加費 100 円）。

11 月 16 日㊋
10 時〜 12 時

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問小

おがわ

川さん☎ 64・5142

新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や変更になる場合があります。
参加を希望する人は、各問い合わせ先に事前に確認してください。
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催 し 内 容 と き と こ ろ・問 い 合 わ せ

誕生会※
今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝
いをしましょう。

11 月 24 日㊌
10 時〜11 時

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

母乳育児相談
助産師による母乳育児の相談です。体
重・ほ乳量の測定も可能。

11 月 16 日㊋、12 月 7 日㊋
10 時〜 11 時 30 分

働く婦人の家
問健康管理センター
☎ 52・2222

スクスク元気っ子教室※
離乳食の相談、発育・発達、育児な
ど子育て相談。身体計測も可能です。

11 月 15 日㊊
10 時〜 11 時

健康管理センター
問同☎ 52・2222

プレパパ & プレママ
講座※

栄養・妊娠編「妊娠中からのからだづ
くり」※母子手帳を持参してください

12 月 2 日㊍
13 時 30 分〜 15 時

中山クリニック
問健康管理センター
☎ 52・2222

育児編「ミュージックケアでリフレッシュ、
育児を楽しむには」※母子手帳を持参し、
運動のできる服装で来てください

12 月 8 日㊌
10 時〜 12 時

働く婦人の家
問健康管理センター
☎ 52・2222



燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

治
療
を
必
要
と
す
る
人
の
力
に

　

下
西
さ
ん
は
、
あ
ず
み
の
整
骨
治
療
院

（
千
種
一
丁
目
）
で
、
体
の
け
が
や
痛
み
を

治
療
し
、
回
復
へ
と
導
く
柔
道
整
復
師
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

下
西
さ
ん
が
、
こ
の
仕
事
を
知
っ
た
の

は
、
高
校
時
代
に
部
活
動
の
練
習
で
痛
め

た
腰
を
治
す
た
め
、
同
院
を
訪
れ
た
と
き
。

「
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
痛
み
が
取
れ
、
部

活
動
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
進
路
を
決
め
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
」
と
、
語
り
ま
す
。

　

そ
の
後
下
西
さ
ん
は
、
柔
道
整
復
師
の

学
校
で
３
年
間
学
び
、
仕
事
を
探
し
た
と

こ
ろ
、
か
つ
て
治
療
を
受
け
た
同
院
の
求

人
を
発
見
。「
小
浜
は
友
達
も
多
い
し
、
人

が
温
か
い
。
い
ず
れ
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
ら
、
偶
然
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い
ま
し
た
」

　

仕
事
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
の
人
を
治
療
。「
患
者
さ
ん
の

体
の
痛
み
を
改
善
で
き
た
と
き
、『
す
ご
く

良
く
な
っ
た
』
と
、
言
わ
れ
る
と
う
れ
し

い
し
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
、
ほ

ほ
え
む
下
西
さ
ん
。「
今
後
も
、
学
生
の
頃

の
自
分
の
よ
う
に
、
治
療
を
必
要
と
す
る

人
の
悩
み
に
寄
り
添
い
、
力
に
な
り
た
い

で
す
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

勤務先　あずみの整骨治療院 バレーボール部　キャプテン

周
り
か
ら
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
に

（小浜中学校２年生）

平
ひ ら い

井 莉
り お

央 さ
ん

　

小
浜
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
は
、

１
・
２
年
生
合
わ
せ
て
13
人
が
、
和
気
あ
い

あ
い
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
声
の
大
き
さ
や
明
る
さ
で
チ
ー

ム
を
支
え
た
い
」
と
語
る
キ
ャ
プ
テ
ン
の

平
井
さ
ん
は
、
小
学
４
年
生
の
時
に
２
学

年
上
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
始
め
ま
し
た
。「
最
初
は
難
し
い
競
技

だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
試
合
に
勝
っ
て
達

成
感
を
感
じ
る
う
ち
に
楽
し
く
な
り
、
好

き
に
な
り
ま
し
た
」
と
、笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

平
井
さ
ん
の
得
意
技
は
、
相
手
コ
ー
ト

へ
ボ
ー
ル
を
打
ち
込
む
ス
パ
イ
ク
。「
攻
撃

が
決
ま
る
と
う
れ
し
い
。
何
よ
り
、
攻
撃

が
で
き
る
よ
う
ボ
ー
ル
を
つ
な
げ
て
く
れ

た
み
ん
な
に
感
謝
。
チ
ー
ム
全
体
で
点
を

取
れ
て
、『
あ
り
が
と
う
』
と
思
い
ま
す
」

　

現
在
の
同
部
の
目
標
は
、
先
輩
か
ら
引

き
継
い
だ
「
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
な
ろ
う
」。

目
標
達
成
に
向
け
平
井
さ
ん
は
、「
競
技
は
、

先
生
や
家
族
、
地
域
の
人
な
ど
の
支
え
が

あ
っ
て
で
き
る
の
で
、
あ
い
さ
つ
や
礼
儀

を
し
っ
か
り
で
き
る
人
に
な
ろ
う
、
と
部

員
全
員
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
周
り
の
人

か
ら
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
で
あ
り
た
い
で

す
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市内の若者にインタビュー

下
し も に し

西 拓
た く み

実 さ
ん（22 歳）
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「
生
涯
現
役
」
を
貫
く
大
ベ
テ
ラ
ン

　

美
容
院
「
さ
ろ
ん
・
ど
・
オ
リ
オ
ン
」（
四

谷
町
）
店
主
の
上
野
さ
ん
は
、
今
も
同
店
で

カ
ッ
ト
や
パ
ー
マ
、
毛
染
め
、
着
付
け
な
ど

を
行
う
現
役
美
容
師
。
県
の
美
容
師
会
や
着

付
け
の
講
師
会
で
相
談
役
も
務
め
る
、
こ
の

道
一
筋
70
年
を
超
え
る
大
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

　
「
20
歳
で
美
容
学
校
を
出
て
、
敦
賀
市

の
美
容
室
に
３
年
ほ
ど
勤
め
た
後
、
小
浜

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
西
津
や
遠
敷
に
店

を
構
え
た
と
き
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
上

野
さ
ん
。「
今
で
も
、
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
ん
で
す
よ
」

と
、
う
れ
し
そ
う
に
語
り
ま
す
。

　

上
野
さ
ん
は
「
県
内
で
一
番
の
美
容
師

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
来
た
し
、

今
で
も
そ
う
思
う
。
日
々
、
勉
強
の
毎
日

で
す
」
と
、
研
究
熱
心
。
専
門
的
な
知
識

が
必
要
な
「
十じ
ゅ
う
に
ひ
と
え

二
単
」
の
着
付
け
を
習
得

す
る
た
め
、
県
外
の
講
師
の
下
を
訪
れ
る

な
ど
、
そ
の
熱
意
は
衰
え
知
ら
ず
で
す
。

　
「『
生
涯
現
役
』
が
一
番
の
目
標
。
周
り

に
も
『
私
は
櫛く
し

を
持
っ
た
ま
ま
死
ぬ
ん
だ
』

と
言
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
」
と
言
う
上

野
さ
ん
。「
元
気
で
い
る
限
り
、
こ
の
仕
事

を
続
け
た
い
で
す
ね
」
と
、
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

らり！小浜人き

美容師・着付師

上
う え の

野 ふさゑ さ
ん（92 歳）

　

静
か
な
弓
道
場
に
響
く
、
弓
を
引
き
、

矢
を
放
つ
音
。
若
狭
東
高
校
の
弓
道
部
で

は
、
１
・
２
年
生
の
男
女
19
人
が
、
日
々
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
弓
を
射
る
時
は
静
か
で
す
が
、
休
憩
時

間
に
は
部
員
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

も
多
い
で
す
。
学
年
関
係
な
く
、
み
ん
な
仲

が
良
い
で
す
よ
」
と
、
部
の
雰
囲
気
を
語
る

の
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
浜
田
さ
ん
で
す
。

　

浜
田
さ
ん
が
入
部
し
た
き
っ
か
け
は
、

入
学
時
の
部
活
動
体
験
。「
日
常
で
は
触
れ

る
機
会
が
ま
ず
な
い
競
技
で
、『
今
や
ら
な

い
と
経
験
で
き
な
い
』
と
思
い
ま
し
た
」

　
「
弓
道
は
、
結
果
だ
け
で
は
な
く
作
法

も
大
切
。
弓
を
射
る
一
連
の
動
作
『
射し
ゃ
ほ
う法

八は
っ
せ
つ節

』
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の
動
作
を
き
っ

ち
り
行
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

同
部
は
、
今
年
６
月
に
開
か
れ
た
県
春

季
総
体
で
３
位
に
入
り
、
北
信
越
大
会
に

進
出
。
11
月
に
は
、
新
体
制
で
初
の
大
会

と
な
る
県
新
人
戦
を
控
え
ま
す
。

　

大
会
に
向
け
て
、「
出
る
か
ら
に
は
、
よ

り
高
い
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
た
い
」
と
い

う
浜
田
さ
ん
。「
ま
ず
は
北
信
越
大
会
、
最

終
的
に
は
全
国
大
会
に
出
た
い
」
と
、
意

気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

弓道部　キャプテン

浜
は ま だ

田 啓
け い た

汰 さ
ん

燃えろ！青春！部活道
目
指
す
は
全
国
、
さ
ら
な
る
高
み
へ

（若狭東高校２年生）



広告
随時募集中

お問い合わせは
広報・デジタル推進課まで

☎ 64・6009

　
　

  

生
活
の
と
び
ら

健
康

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

査
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
Ｃシ

ー
テ
ィ
ーＴ
撮
影
を
行

い
、
安
心
安
全
な
抜
歯
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

親
知
ら
ず
は
必
ず

抜
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
？

「
親
知
ら
ず
」
の
名
前
の
由
来

　

親
知
ら
ず
は
、
20
〜
25
歳
頃
に
生
え
て
く

る
こ
と
が
多
い
歯
の
こ
と
で
す
。
昔
は
人
生

50
年
と
言
わ
れ
、
親
知
ら
ず
が
生
え
て
く
る

頃
に
は
、親
と
死
別
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、「
親
知
ら
ず
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
説
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
親
知
ら
ず
は
物
事
の
分
別
が
つ
く

年
頃
に
な
っ
て
か
ら
生
え
て
く
る
歯
で
あ
る

こ
と
に
由
来
し
、「
智ち

し歯
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

必
ず
抜
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
？

　
「
親
知
ら
ず
は
抜
い
た
方
が
い
い
」
と
思
っ

て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
、

親
知
ら
ず
は
痛
み
や
腫
れ
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
抜
い
た
方
が
い
い
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
抜
か
な
い
と
い
け

な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
状
態
に
合

わ
せ
て
判
断
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

親
知
ら
ず
の
抜
歯
は
、
外
来
で
可
能
で
す

が
、
難
し
い
位
置
の
抜
歯
や
患
者
さ
ん
の
恐

怖
心
が
強
い
場
合
に
は
、
入
院
に
よ
る
処
置

と
な
り
ま
す
。
当
院
で
は
、
通
常
の
Ｘ

エ
ッ
ク
ス

線
検

歯
科
口
腔
外
科

片か
た
お
か岡 

辰た
つ
あ
き明 

医
師

編 
集 

後 

記

----------- 有料広告 -----------

●
放
生
祭
の
衣
装
や
道
具
な
ど
が

展
示
さ
れ
た
「
放
生
祭
の
日
」
を

取
材
（
11
Ｐ
）
▼
関
係
者
の
力
に

よ
っ
て
、
日
を
追
う
ご
と
に
完
成

に
向
か
う
場
内
を
見
て
何
と
も
言

え
ず
感
動
▼
こ
の
企
画
で
は
、
小

浜
地
区
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
県
外

の
学
生
が
制
作
し
た
展
示
も
会
場

を
彩
り
ま
し
た
▼
小
浜
の
文
化
を

通
じ
て
、
地
域
内
外
の
人
の
協
力

で
一
つ
の
催
し
が
で
き
あ
が
っ
た

こ
と
に
心
動
か
さ
れ
つ
つ
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
交
流
が
生
ま
れ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
（
理
）

●
内
外
海
小
学
生
の
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
取
材
し
ま
し
た
（
裏

表
紙
）
▼
絵
筆
や
ス
ポ
ン
ジ
な
ど

の
道
具
か
ら
、
手
の
ひ
ら
や
足
の

裏
ま
で
も
を
使
っ
て
、
自
由
奔
放

に
絵
を
描
く
子
ど
も
た
ち
▼
あ
ち

ら
で
は
転
ん
で
絵
の
具
に
ま
み
れ

笑
い
合
い
、
こ
ち
ら
で
は
一
心
不

乱
に
た
だ
絵
筆
を
走
ら
せ
る
、
そ

の
様
子
は
ま
さ
に
「
十
人
十
色
」

▼
予
想
外
の
動
き
も
多
く
、
難
し

い
撮
影
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
楽
し
そ
う
な
様
子
に
元
気
を
も

ら
え
た
取
材
に
な
り
ま
し
た
（
池
）

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

お気軽にご来店下さい。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

ＢＳ４Ｋ放送対応ＳＴＢを
４Ｋ対応テレビには

おすすめします！

BS4K 放送が見れて! 録れて!
取付料金 27,500 円（税込）！

BS4K 放送対応 STB （2TB HDD 内蔵）

詳しくはチャンネル Oまでお問い合わせください。
　　　　☎ ( ０７７０) ５２−７２００

広報おばま　令和 3 . 11   2223 広報おばま　令和 3 . 11

親知らず 抜歯の目安
抜いた方がいい 抜かなくてもいい

□生え方によって歯磨き
　がうまくできない
□親知らずの虫歯・歯周
　病が進行しており、手前
　の歯にも悪影響が及ぶ
□かみ合わせのバランス
　が悪くなる
□手前の歯を押して歯並
　びが悪くなる

□きれいに生えてきていて、
　歯磨きにも問題が無い
□一部だけ生えているが、
　衛生的に問題が無い
□完全に骨の中に埋まっ
　ていて、今後も問題が
　起こる可能性が低い

（公社）若狭シルバー人材センター
小浜市遠敷 84-3-4 サン・サンホーム小浜内

☎ (0770)56-5115 ・FAX(0770)56-5088

人のため、まちのために働き隊！
          60歳以上、

元気はつらつマン募集中！

シルバー人材センター
会員募集

福井県シルバー人材センター連合
高齢者活躍人材確保育成事業

　

西
津
地
区
の
地
蔵
盆
で
は
、
８
月
23
日
に
、

色
と
り
ど
り
の
化
粧
を
施
し
た
お
地
蔵
さ
ん

を
祭
り
、
子
ど
も
達
が
鉦か

ね

と
太
鼓
を
た
た
い

て
囃は

や

し
唄
を
歌
い
ま
す
。

　
「
お
地
蔵
さ
ん
に
お
参
り
し
て
く
れ
な
い

と
通
さ
な
い
よ
。
お
さ
い
銭
を
く
れ
な
い
と

山さ
ん
し
ょ
う椒
・
味み

そ噌
・
唐
辛
子
を
食
べ
さ
せ
る
よ
」

と
い
う
意
味
の
囃
し
唄
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

「
お
菓
子
を
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す
る
ぞ
」

と
い
う
文
句
と
似
て
い
て
、
祭
り
で
の
子
ど

も
達
の
い
た
ず
ら
は
世
界
共
通
だ
と
感
じ
さ

せ
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
道
の
か
た
わ
ら
に
あ
る
お
地
蔵

さ
ん
は
、
子
ど
も
の
遊
び
相
手
で
あ
り
、
成

長
を
見
守
る
存
在
で
し
た
。
国
内
各
地
に
は
、

子
ど
も
に
い
た
ず
ら
さ
れ
る
お
地
蔵
さ
ん
を

ふ
び
ん
に
思
い
、
家
へ
連
れ
て
帰
っ
た
人
が
、

夢
で
お
地
蔵
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
と
遊
ぶ
楽

し
い
時
間
を
返
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る

昔
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
道
端
で
遊
ぶ
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
今
で
は
、
地
蔵
盆
は
お
地
蔵
さ
ん
に

と
っ
て
、
子
ど
も
と
遊
ぶ
貴
重
な
機
会
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
地
蔵
さ
ん

と
子
ど
も
が
遊
ぶ
風
景
は
、
昔
か
ら
続
く
変
わ

ら
な
い
日
本
の
暮
ら
し
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

▲通りをふさぐように建てたお堂で、鉦
　や太鼓をたたき囃し唄を歌う子どもた
　ち。奥にはお地蔵さんが祭られている

学
芸
員
が
教
え
る
、「
思
わ
ず
人
に
話
し
た
く
な
る
」
歴
史
の
裏
話

ふ
る
さ
と
文
化
財
め
ぐ
り

西
津
地
区
の
地
蔵
盆

歴

史

探

訪

----------- 有料広告 -----------



写真連載Life 輝く子どもたち
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本
紙
の
一
部
に
は
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

敬老の日に合わせ、園児が祖父母宛ての手紙を投かん（栗田・9月16日）

市防災行政メール
災害や避難の情報をお知らせします。登録
には、右の QRコードもしくは W

ウ ェ ブ
ebサイ

ト（https://mail.cous.jp/bousaiobama/）
から手続きしてください

地域の出来事などを SNSで発信しています

市公式 F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook市公式 T
ツ イ ッ タ ー

witter

絵画ワークショップ「のびのび描こう」（久須夜交流センター・9月 30日）

人の動き（10 月１日）

【人　口】28,672人 （前月比          -31人）
　　　　　　　   　 (前年同月比 -335人）

【世帯数】12,108世帯

【男性】 14,112人

【女性】 14,560人

【転入】49人  　【転出】60人

【出生】11人  　【死亡】31人


